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た。展示に先立って 2000 年 12 月に事前調査を実施し，王立人類学協会（Royal Anthropological 









く，現地調査は実現しなかった。2001 年 10 月 25 日付けの手紙が Beverley Emery（RAI Library 
Representative）氏から筆者に届き，マンロー資料のデータ・ベース化の計画があることを知った。
RAI 資料への本格的なアクセスが認められそうな機運が開けたのは，2003 年 12 月の RAI からの
連絡であり，資金を獲得してデータ・ベース化をはかりたいので協力してほしいとの趣旨だった。
この間の意識の変化は，何によるものか明らかではないが，人事異動や社会情勢の変化があったの




の民族学コレクションがインターネットで公開されている例として，The Regimental Museum of 
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　『橋のいろいろ』はマンローの伝記を主要な目的としたものではないが，101 ～ 133 頁にかけて「マ
ンロー先生」と題した 1 章を割き，マンローを知らない人々にマンローを紹介しようとの意図で回
想録ふうに記述している。鷹部屋とマンローの二風谷での出会いは「事変以来」とあるから日中戦


























































































た。二人は 1935 年（昭和 10）に二谷の仲介で面会して以来，マンローの死まで交友が続いた。ま
た谷は二風谷のマンローから発信された書簡 28 通と滞在先の軽井沢サナトリウムから発信された































































第 1 章 マンロー夫人との邂逅
第 2 章 資料を求めて
第 3 章 コタンとマンロー夫妻 
第 4 章 エジンバラより横浜へ
第 5 章 研究と家庭生活（その一）
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第 7 章 軽井沢における医療活動
第 8 章 二風谷時代（その一）
第 9 章 二風谷時代（その二）
第 10 章 二風谷時代（その三）
第 11 章 ウタリの友として医師として
第 12 章 生活と著作と
第 13 章 晩年
第 14 章 マンロー亡きのちに
　
　第 3 章は，昭和 50 年 6 月の顕彰碑除幕式の話題が中心となっており，第 4 章は生い立ちから横
浜ジェネラルホスピタル病院長時代までを取り上げている。第 5 ～ 13 章までが本稿とかかわりの
ある部分である。横浜と軽井沢を拠点に先史時代の日本を主な研究対象としていた第 5 ～ 7 章まで
で，家族を含む名前のわかる登場人物は 40 人にも達している。また，二風谷に本拠を移して診療






































































































































































の人物について言及されている RAI と NMS に所蔵されている書簡を対象にする。歴史的なネッ
トワークを再構成するためにはある程度まとまった量の第一次資料が必要になるが，短期間に日本
と海外を中心にやりとりされた書簡が RAI と NMS には奇跡的にまとまって保存されていること
から，この点でも書簡を対象にする意義は大きい。
　それらは，RAI が 42 通（うち本人がセリグマンなどイングランドに住む友人等に送った 41 通，
他人がマンローに宛てたものが 1 通）であり，NMS が 44 通（本人がスコットランドの友人に書き
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書簡コレクションは 1931 年から 1940 年までに書かれたものである。1931 年はマンローが北海道
の二風谷村に土地を購入し，移住を決意した年にあたっており，それ以降マンローのアイヌ研究が
本格化することになる。一方 NMS のコレクションは 1908 年から 1929 年までのもの
（4）
と北海道移住
後の 1933 年から 1940 年までに書かれたものとに大別できる。後半部分は時期的にも活動の内容か
らも RAI 書簡と密接な関連があるので，この部分は RAI のものと一緒に扱うことにした。つまり，
所蔵機関別のコレクションごとに分析を進めるのではなく，2 つの機関のコレクションを前半の横
浜・軽井沢にベースをおいていた時代（1908 年～ 1929 年，19 通）と二風谷に拠点を築いてアイヌ
















































，それらの流れを Ego Networks 分析用の隣接行列（「ソシオマトリクス」）に変換し，
SNA の専用分析ソフトウエア Ucinet 6 を使って D ファイルに書き換えた上で，グラフ描画ソフト
NetDraw で社会ネットワーク用のグラフを作成するとともに中心性の分析をおこなった。Ego 
















グラフ上の略記の IU は帝国大学の略で，President of IU は 北海道帝国大学総長（当時の総長は
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　前期のネットワークの分析により，NMS の 19 通の書簡に依拠した 23 人の登場人物からなる
ネットワークが出現した。第 3 者を経由しないと直接マンローにつながらない人物は存在しな
かった。それでもハブ的な役割を担っている人物が数人見つかった。それは Dobbie, J. J.，Clarke, 
E.，Vallance, D. J.，Curle, A. などである。Clarke, E. がどのような人物かは不明だが，それ以外の






館職員と交友があったことは知られていたが［Wilkinson 2002 : 59］，このネットワークもそれを示
唆している。このネットワークグラフはコレクション形成史の解明にも重要な手がかりを与える。
Seligman, C. G. は，ピット・リヴァース博物館に対するアフリカ民族資料のドナーとしても知られ
るが，マンローのアイヌ資料もセリグマン夫妻を経由して実際にピット・リヴァース博物館に寄贈
されている。19 世紀から 20 世紀初頭にかけて欧米の人類学者らが植民地からかき集めた資料群が
故国の博物館の主要なコレクションを形成しているが，セリグマンによるマンローが集めたアイヌ
資料の収集もそうした行為に連なる動きとみなすことができる。
　博物館の資料収集に協力したばかりでなく，ロンドン古物協会（Soc. of Antiq. of London）にも
自説の正しさを証明するために日本から 30 の標本を送っている（NMS: MUNSUP1.10）。
　日本の先史文化や発掘の関連では，日本滞在中のGowland, W.，Chamberlain, B. H.，Sayce, R. U.ら
と行動をともにしている他，ブルックリン美術館の職員で Cullin, S. とも東洋文物のコレクション
収集の件で実際に資料を見てもらっていることがわかる（NMS: MUNSUP1.10）。興味深いのは交









　RAI と NMS の 67 通の書簡に依拠した 65 人からなる大型のネットワークである。マンローの書
簡を中心にグラフを描いたので当然ではあるが，特定のハブの人物が消えるとマンローとの関係が

























































G.，Dobbie, J. J.，Vallance, D. J. の3人であり，ネットワーク内の中心的な役割を果たしていたと考えることできる。
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































職者は十字で表現している。4本以上の紐帯を持つハブの存在は，Chiyo，Seligman, C. G.，Batchelor, J.，Landlord（大
家），Landlord father（大家の父親），Montandon, G.，Shternberg, Lev I. の6人である。
　アイヌのお手伝いさんの息子の病気が Rennuikesh のイケマ像作りにあるという Tusu Woman（アイヌの呪術師）















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　1 :  Chiyo, Landlord Father, Landlord, Munro N. G. 
　2 :  Jensuke, Chiyo., Munro N. G. 
　3 :  Chiyo., Munro N. G., Seligman, B. Z., Seligman, C. G.
　4 :  Chiyo., Munro, N. G., Servant
　5 :  Batchelor, J., Bette, G., Munro, N. G.
　6 :  Batchelor, J., Munro, N. G., Walsh
　7 :  Munro, N. G., Parlett, H., Seligman, C. G.
　8 :  Munro, N. G., Seligman C. G., Stevens, D. H.
　
　マンローがすべてのクリークに登場するのは当然としても，Chiyo（チヨ）が 4 回，Seligman, C. 




























トワークそれぞれで示す（表 1，表 2）。分析値は中心性を導きだす 5 種類の代表的なモデル〔次
数中心性 （Degree Centrality），近接中心性（Closeness Centrality），媒介中心性（Betweenness 
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Dobbie, J. J. の各指標の中心性は傑出しており，ネットワークグラフ（グラフ 1）を見てもその位
置づけは理解できる。出次数の 8，入次数の 2 をあわせた 10 本の紐帯数はマンローに次ぐ第 2 位
の地位を占め，他を大きく引き離している。
　Mrs. Dobbie については，固有ベクトル中心性だけが，彼女を 5 位にランクし，逆に他のモデル
がいずれも 5 位と高く評価している Curle, A. O. を 11 位とかなり低めにランクしている。
　後期のネットワークでは，各モデル手法ごとに前期よりも変動の幅が大きくなる傾向がある。す
べての分析値で 10 位以内に入った人物は，マンロー以外では，Chiyo，Seligman, C. G.，Batchelor, J.，
放火犯（グラフ・表では「Arsonist」と表記）の 4 人しかいない。
　同様にすべての分析値で 20 位以内に入った人物は，上記 4 人以外には，Montandon, G.，
Shternberg, L. I.，Haeslet，Walsh，Parlett, H.，Servant，Shirambe の 7 人のみである。Montandon, G.，





　Seligman, B. Z. は夫とともにマンローの研究を支援した人物ではあるが，他のモデル手法で






































順位 人物 次数 順位 人物 近接 順位 人物 媒介 順位 人物 固有ベクトル 順位 人物 アクターインフォメーション
1 Munro, Neil G. 100.000 1 Munro, Neil G. 100.000 1 Munro, Neil G. 85.000 1 Munro, Neil G. 85.979 1 Munro, Neil G. 1.656 
2 Dobbie, James J. 42.857 2 Dobbie, James J. 63.636 2 Dobbie, James J. 6.667 2 Dobbie, James J. 52.795 2 Dobbie, James J. 1.428 
3 Vallance, David J. 19.048 3 Vallance, David J. 55.263 3 Vallance, David J. 0.714 3 Vallance, David J. 32.033 3 Vallance, David J. 1.153 
3 Clarke, Eagle 19.048 3 Clarke, Eagle 55.263 3 Clarke, Eagle 0.714 3 Clarke, Eagle 32.033 3 Clarke, Eagle 1.153 
5 Curle, Alexander O. 14.286 5 Curle, Alexander O. 53.846 5 Curle, Alexander O. 0.238 5 Mrs. Dobbie 24.610 5 Curle, Alexander O. 0.987 
6 Mrs. Dobbie 9.524 6 Mrs. Dobbie 52.500 6 Mrs. Dobbie 0.000 5 Rubbings 24.610 6 Mrs. Dobbie 0.944 
6 Rubbings 9.524 6 Rubbings 52.500 6 Gowland, William 0.000 5 Munro, Margaret 24.610 6 Rubbings 0.944 
6 Munro, Margaret 9.524 6 Munro, Margaret 52.500 6 Rubbings 0.000 5 Dr. Munro 24.610 6 Munro, Margaret 0.944 
6 Dr. Munro 9.524 6 Dr. Munro 52.500 6 Munro, Margaret 0.000 5 Mr. Abercrombie 24.610 6 Dr. Munro 0.944 
6 Mr. Abercrombie 9.524 6 Mr. Abercrombie 52.500 6 Dr. Munro 0.000 5 Sayce, Roderick U. 24.610 6 Mr. Abercrombie 0.944 
6 Sayce, Roderick U. 9.524 6 Sayce, Roderick U. 52.500 6 Mr. Abercrombie 0.000 11 Curle, Alexander O. 22.042 6 Sayce, Roderick U. 0.944 
6 Bryce 9.524 6 Bryce 52.500 6 Saelz 0.000 12 Bryce 20.928 12 Bryce 0.908 
6 Lewis 9.524 6 Lewis 52.500 6 Sayce, Roderick U. 0.000 12 Lewis 20.928 12 Lewis 0.908 
6 Chamberlain, Basil H. 9.524 6 Chamberlain, Basil H. 52.500 6 Bryce 0.000 12 Chamberlain, Basil H. 20.928 12 Chamberlain, Basil H. 0.908 
6 Martin, Thomas, C. 9.524 6 Martin, Thomas, C. 52.500 6 Lewis 0.000 12 Martin, Thomas, C. 20.928 12 Martin, Thomas, C. 0.908 
6 Seligman, Charles G. 9.524 6 Seligman, Charles G. 52.500 6 Culin, Stewart 0.000 16 Seligman, Charles G. 19.156 16 Seligman, Charles G. 0.879 
6 Seligman, Brenda Z. 9.524 6 Seligman, Brenda Z. 52.500 6 Chamberlain, Basil H. 0.000 16 Seligman, Brenda Z. 19.156 16 Seligman, Brenda Z. 0.879 
18 Gowland, William 4.762 18 Gowland, William 51.220 6 Field, E. 0.000 18 Gowland, William 15.247 18 Gowland, William 0.661 
18 Saelz 4.762 18 Saelz 51.220 6 Martin, Thomas, C. 0.000 18 Saelz 15.247 18 Saelz 0.661 
18 Culin, Stewart 4.762 18 Culin, Stewart 51.220 6 Hall, Cary 0.000 18 Culin, Stewart 15.247 18 Culin, Stewart 0.661 
18 Field, E. 4.762 18 Field, E. 51.220 6 Seligman, Charles G. 0.000 18 Field, E. 15.247 18 Field, E. 0.661 































順位 人物 次数 順位 人物 近接 順位 人物 媒介 順位 人物 固有ベクトル 順位 人物 アクターインフォメーション
1 Munro, N. G. 92.188 1 Munro, N. G. 92.754 1 Munro, N. G. 93.068 1 Munro, N. G. 90.925 1 Munro, N. G. 1.364 
2 Chiyo 18.750 2 Chiyo 54.701 2 Seligman, C. G. 9.697 2 Chiyo 32.761 2 Chiyo 1.193 
3 Seligman, C. G. 17.188 3 Seligman, C. G. 53.782 3 Manager of NK 3.125 3 Seligman, C. G. 26.237 3 Seligman, C. G. 1.143 
4 Batchelor, John 10.938 4 Batchelor, John 50.794 4 Chiyo 2.071 4 Arsonist 22.653 4 Batchelor, John 1.094 
5 Arsonist 9.375 4 Montandon, Geroge 50.794 5 Servant 1.133 5 Batchelor, John 22.087 5 Arsonist 1.069 
6 Landlord Fa. 6.250 4 Shternberg, Lev I. 50.794 6 Shirambe 0.996 6 Landlord Fa. 19.026 6 Montandon George 0.986 
6 Landlord 6.250 7 Arsonist 50.394 7 Servant’s Boy 0.922 6 Landlord 19.026 6 Shternberg, Lev I. 0.986 
6 Montandon George 6.250 7 Parlett, Harold 50.394 8 Batchelor, John 0.339 8 Montandon George 18.104 8 Landlord Fa. 0.980 
6 Shirambe 6.250 7 Seligman, B. Z. 50.394 9 Arsonist 0.174 8 Shternberg, Lev I. 18.104 8 Landlord 0.980 
6 Shternberg, Lev I. 6.250 10 Shirambe 50.000 10 Parlett, Harold 0.099 10 Seligman, B. Z. 17.249 10 Seligman, B. Z. 0.932 
11 Haeslet 4.688 10 Stevens, D. H. 50.000 11 Montandon George 0.066 11 Jensuke 16.081 11 Jensuke 0.901 
11 Jensuke 4.688 10 Tozzer, A. M. 50.000 11 Shternberg, Lev I. 0.066 11 Kuwahara Saichiro 16.081 11 Kuwahara Saichiro 0.901 
11 Kotan-pira 4.688 13 Landlord Fa. 49.612 13 Tusu Woman 0.050 13 Parlett, Harold 14.880 13 Shirambe 0.900 
11 Kuwahara Saichiro 4.688 13 Landlord 49.612 14 Kotan-pira 0.025 14 Servant 14.776 14 Servant 0.898 
11 Lake, L. C. 4.688 13 Servant 49.612 14 Nisukrekguru 0.025 15 Haeslet 14.592 15 Haeslet 0.892 
11 Nisukrekguru 4.688 13 Servant’s Boy 49.612 16 Haeslet 0.017 15 Walsh 14.592 15 Walsh 0.892 
11 Parlett, Harold 4.688 17 Haeslet 49.231 16 Lake, L. C. 0.017 17 Kokogaku KK 14.230 17 Parlett, Harold 0.888 
11 Seligman, B. Z. 4.688 17 Jensuke 49.231 16 Walsh 0.017 17 Servant’s Relative 14.230 18 Lake, L. C. 0.871 
11 Servant 4.688 17 Kotan-pira 49.231 19 Bette Goro 0.000 17 Takabatake Toku 14.230 19 Kotan-pira 0.848 
11 Servant’s Boy 4.688 17 Kuwahara Saichiro 49.231 19 Miss Bontner 0.000 20 Shirambe 13.843 19 Nisukrekguru 0.848 
11 Tusu Woman 4.688 17 Lake, L. C. 49.231 19 Clarke, C. G. 0.000 21 Lake, L. C. 13.819 21 Servant’s Boy 0.840 
11 Walsh 4.688 17 Nisukrekguru 49.231 19 Cohen, Marcel 0.000 22 Stevens, D. H. 13.480 22 Kokogaku KK 0.810 
23 Bette Goro 3.125 17 Manager of NK 49.231 19 Cromley 0.000 22 Tozzer, A. M. 13.480 22 Servant’s Relative 0.810 
23 Kintaichi Kyosuke 3.125 17 Rennuikesh 49.231 19 Cunningham 0.000 24 Kotan-pira 13.382 22 Takabatake Toku 0.810 
23 Kokogaku KK 3.125 17 Walsh 49.231 19 Fleisher 0.000 24 Nisukrekguru 13.382 25 Stevens, D. H. 0.806 
23 Kotan-pira, S-i-L 3.125 26 Bette Goro 48.855 19 Goto 0.000 26 Kuroda Hikozo 13.068 25 Tozzer, A. M. 0.806 
23 Kuroda Hikozo 3.125 26 Kintaichi Kyosuke 48.855 19 Gulik 0.000 27 Bette Goro 13.002 27 Tusu Woman 0.798 
23 Manager of NK 3.125 26 Kokogaku KK 48.855 19 Piratori Governor 0.000 28 Servant’s Boy 12.600 28 Bette Goro 0.797 
23 Rennuikesh 3.125 26 Kotan-pira, S-i-L 48.855 19 Haddon, A. C. 0.000 29 Struthers 12.173 29 Kuroda Hikozo 0.794 
23 Servant’s Relative 3.125 26 Kuroda Hikozo 48.855 19 Japan Adver. Edi. 0.000 30 Rennuikesh 12.054 30 Rennuikesh 0.768 
23 Stevens, D. H. 3.125 26 Servant’s Relative 48.855 19 Jensuke 0.000 31 Kintaichi Kyosuke 12.001 31 Struthers 0.765 
23 Struthers 3.125 26 Struthers 48.855 19 Karlgren 0.000 31 Kotan-pira, S-i-L 12.001 32 Kintaichi Kyosuke 0.757 
23 Takabatake Toku 3.125 26 Takabatake Toku 48.855 19 Kintaichi Kyosuke 0.000 33 Manager of NK 10.602 32 Kotan-pira, S-i-L 0.757 
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11 Jensuke 4.688 10 Tozzer, A. M. 50.000 11 Shternberg, Lev I. 0.066 11 Kuwahara Saichiro 16.081 11 Kuwahara Saichiro 0.901 
11 Kotan-pira 4.688 13 Landlord Fa. 49.612 13 Tusu Woman 0.050 13 Parlett, Harold 14.880 13 Shirambe 0.900 
11 Kuwahara Saichiro 4.688 13 Landlord 49.612 14 Kotan-pira 0.025 14 Servant 14.776 14 Servant 0.898 
11 Lake, L. C. 4.688 13 Servant 49.612 14 Nisukrekguru 0.025 15 Haeslet 14.592 15 Haeslet 0.892 
11 Nisukrekguru 4.688 13 Servant’s Boy 49.612 16 Haeslet 0.017 15 Walsh 14.592 15 Walsh 0.892 
11 Parlett, Harold 4.688 17 Haeslet 49.231 16 Lake, L. C. 0.017 17 Kokogaku KK 14.230 17 Parlett, Harold 0.888 
11 Seligman, B. Z. 4.688 17 Jensuke 49.231 16 Walsh 0.017 17 Servant’s Relative 14.230 18 Lake, L. C. 0.871 
11 Servant 4.688 17 Kotan-pira 49.231 19 Bette Goro 0.000 17 Takabatake Toku 14.230 19 Kotan-pira 0.848 
11 Servant’s Boy 4.688 17 Kuwahara Saichiro 49.231 19 Miss Bontner 0.000 20 Shirambe 13.843 19 Nisukrekguru 0.848 
11 Tusu Woman 4.688 17 Lake, L. C. 49.231 19 Clarke, C. G. 0.000 21 Lake, L. C. 13.819 21 Servant’s Boy 0.840 
11 Walsh 4.688 17 Nisukrekguru 49.231 19 Cohen, Marcel 0.000 22 Stevens, D. H. 13.480 22 Kokogaku KK 0.810 
23 Bette Goro 3.125 17 Manager of NK 49.231 19 Cromley 0.000 22 Tozzer, A. M. 13.480 22 Servant’s Relative 0.810 
23 Kintaichi Kyosuke 3.125 17 Rennuikesh 49.231 19 Cunningham 0.000 24 Kotan-pira 13.382 22 Takabatake Toku 0.810 
23 Kokogaku KK 3.125 17 Walsh 49.231 19 Fleisher 0.000 24 Nisukrekguru 13.382 25 Stevens, D. H. 0.806 
23 Kotan-pira, S-i-L 3.125 26 Bette Goro 48.855 19 Goto 0.000 26 Kuroda Hikozo 13.068 25 Tozzer, A. M. 0.806 
23 Kuroda Hikozo 3.125 26 Kintaichi Kyosuke 48.855 19 Gulik 0.000 27 Bette Goro 13.002 27 Tusu Woman 0.798 
23 Manager of NK 3.125 26 Kokogaku KK 48.855 19 Piratori Governor 0.000 28 Servant’s Boy 12.600 28 Bette Goro 0.797 
23 Rennuikesh 3.125 26 Kotan-pira, S-i-L 48.855 19 Haddon, A. C. 0.000 29 Struthers 12.173 29 Kuroda Hikozo 0.794 
23 Servant’s Relative 3.125 26 Kuroda Hikozo 48.855 19 Japan Adver. Edi. 0.000 30 Rennuikesh 12.054 30 Rennuikesh 0.768 
23 Stevens, D. H. 3.125 26 Servant’s Relative 48.855 19 Jensuke 0.000 31 Kintaichi Kyosuke 12.001 31 Struthers 0.765 
23 Struthers 3.125 26 Struthers 48.855 19 Karlgren 0.000 31 Kotan-pira, S-i-L 12.001 32 Kintaichi Kyosuke 0.757 
23 Takabatake Toku 3.125 26 Takabatake Toku 48.855 19 Kintaichi Kyosuke 0.000 33 Manager of NK 10.602 32 Kotan-pira, S-i-L 0.757 





























35 Miss Bontner 1.563 34 Clarke, C. G. 48.485 19 Kotan-pira, S-i-L 0.000 34 Clarke, C. G. 10.461 35 Miss Bontner 0.587 
35 Clarke, C. G. 1.563 34 Cromley 48.485 19 Kumazawa Jinnosuke 0.000 34 Cromley 10.461 35 Clarke, C. G. 0.587 
35 Cohen, Marcel 1.563 34 Cunningham 48.485 19 Kuroda Hikozo 0.000 34 Cunningham 10.461 35 Cromley 0.587 
35 Cromley 1.563 34 Fleisher 48.485 19 Kuwahara Saichiro 0.000 34 Fleisher 10.461 35 Cunningham 0.587 
35 Cunningham 1.563 34 Goto 48.485 19 Landlord Fa. 0.000 34 Goto 10.461 35 Fleisher 0.587 
35 Fleisher 1.563 34 Gulik 48.485 19 Landlord 0.000 34 Gulik 10.461 35 Goto 0.587 
35 Goto 1.563 34 Piratori Governor 48.485 19 Landor, Savage 0.000 34 Piratori Governor 10.461 35 Gulik 0.587 
35 Gulik 1.563 34 Japan Adver. Edi. 48.485 19 Leroi-Gourhan, Andre 0.000 34 Japan Adver. Edi. 10.461 35 Piratori Governor 0.587 
35 Piratori Governor 1.563 34 Karlgren 48.485 19 Lowie, R. H. 0.000 34 Karlgren 10.461 35 Japan Adver. Edi. 0.587 
35 Haddon, A. C. 1.563 34 Kumazawa Jinnosuke 48.485 19 Martin, Howard 0.000 34 Kumazawa Jinnosuke 10.461 35 Karlgren 0.587 
35 Japan Adver. Edi. 1.563 34 Landor, Savage 48.485 19 President of IU 0.000 34 Landor, Savage 10.461 35 Kumazawa Jinnosuke 0.587 
35 Karlgren 1.563 34 Leroi-Gourhan, Andre 48.485 19 Official of NK 0.000 34 Leroi-Gourhan, Andre 10.461 35 Landor, Savage 0.587 
35 Kumazawa Jinnosuke 1.563 34 Lowie, R. H. 48.485 19 Rennuikesh 0.000 34 Lowie, R. H. 10.461 35 Leroi-Gourhan, Andre 0.587 
35 Landor, Savage 1.563 34 Martin, Howard 48.485 19 Rutherford 0.000 34 Martin, Howard 10.461 35 Lowie, R.H. 0.587 
35 Leroi-Gourhan, Andre 1.563 34 President of IU 48.485 19 Sansom, G. B. 0.000 34 President of IU 10.461 35 Martin, Howard 0.587 
35 Lowie, R. H. 1.563 34 Rutherford 48.485 19 Seligman, B. Z. 0.000 34 Rutherford 10.461 35 President of IU 0.587 
35 Martin, Howard 1.563 34 Aoki Toki 48.485 19 Aoki Toki 0.000 34 Aoki Toki 10.461 35 Rutherford 0.587 
35 President of IU 1.563 34 Start 48.485 19 Servant’s Relative 0.000 34 Start 10.461 35 Aoki Toki 0.587 
35 Official of NK 1.563 34 Sugiyama Sueo 48.485 19 Start 0.000 34 Sugiyama Sueo 10.461 35 Start 0.587 
35 Rutherford 1.563 34 Takabeya Fukuhei 48.485 19 Stevens, D. H. 0.000 34 Takabeya Fukuhei 10.461 35 Sugiyama Sueo 0.587 
35 Sansom, G. B. 1.563 34 Tekkate 48.485 19 Struthers 0.000 34 Tekkate 10.461 35 Takabeya Fukuhei 0.587 
35 Aoki Toki 1.563 34 Thomas 48.485 19 Sugiyama Sueo 0.000 34 Thomas 10.461 35 Tekkate 0.587 
35 Start 1.563 34 Tsuboi Shogoro 48.485 19 Takabatake Toku 0.000 34 Tsuboi Shogoro 10.461 35 Thomas 0.587 
35 Sugiyama Sueo 1.563 34 Uesanash 48.485 19 Takabeya Fukuhei 0.000 34 Uesanash 10.461 35 Tsuboi Shogoro 0.587 
35 Takabeya Fukuhei 1.563 34 Erwin von Baelz 48.485 19 Tekkate 0.000 34 Erwin von Baelz 10.461 35 Uesanash 0.587 
35 Tekkate 1.563 34 Watabe 48.485 19 Thomas 0.000 34 Watabe 10.461 35 Erwin von Baelz 0.587 
35 Thomas 1.563 61 Cohen, Marcel 35.165 19 Tozzer, A. M. 0.000 61 Tusu Woman 4.742 35 Watabe 0.587 
35 Tsuboi Shogoro 1.563 61 Haddon, A. C. 35.165 19 Tsuboi Shogoro 0.000 62 Cohen, Marcel 3.091 62 Cohen, Marcel 0.542 
35 Uesanash 1.563 61 Sansom, G. B. 35.165 19 Uesanash 0.000 63 Haddon, A. C. 3.019 62 Haddon, A. C. 0.542 
35 Erwin von Baelz 1.563 64 Tusu Woman 34.225 19 Erwin von Baelz 0.000 63 Sansom, G. B. 3.019 62 Sansom, G. B. 0.542 






物は，マンロー以外では，Chiyo，Seligman, C. G.，Batchelor, J.，Arsonist（放火犯）の4人がいる。一方，ユニークな役割を反映して，
Jensuke（貝澤善助），Kuwahara, S.（桑原佐市郎），Manager of NK（日東鉱山の責任者），Tusu Woman（病気の診断をおこなうア
イヌ女性）は手法による変動が多い人物である。マンローにアイヌ情報をもたらしたアイヌの古老では，Shirambe と Kotan-pira
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































唆している（RAI :  MS249/5/6）。出次数が 5，入次数が 1 となっており，マンローのネットワー
ク内の 6 人の人物と接点があることがわかる。この人物はマンローのネットワークにおいて存在感
が際だっている。1932 年のマンローが商家から借りて仮住まいしていた住居の火災は放火・失火
両方の可能性が指摘されており［出村編 2006］，類焼した M 家倉庫の弁済責任を逃れるためにマン







































松のこととされる。いずれも中心性のスコアの点で Shirambe ほどではないにせよ，Kotan-pira に
近い重要な位置を占めている。
　中心性のスコアが他のだれよりも大きく分かれた興味深い人物は，Tusu Woman である。少年
の病気の診断をおこなったこの女性は，近接中心性で 64 位，固有ベクトル中心性で 61 位と最下位
付近にランクされているが，アクターインフォメーション中心性では中の上の 27 位に位置づけら
れ，逆に次数中心性で 11 位，媒介中心性で 13 位と高位にランクされるなど，互いに大きく食い違
う判定結果が示された。どの部分に重心をおいて評価するかで，中心性の数値は変動があるとはい
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の登場人物をカウントすると，前者は 19 人，後者は 63
人にも達する［手塚 2010］。
（ 4 ） そのほとんどが 1913 年までに書かれ，1 通の




（ 5 ） 実際には時間的な変遷を複数の図によって示す
ことはそれほど困難ではないが，少数の図にすべての時
間的な変化を盛り込むことには向いていない。





（ 7 ） この情報の流れに関し，書簡以外の既知の事実
などは今回の社会ネットワーク分析に含めず，書簡から
わかる範囲に限定している。
（ 8 ） http : //www.analytichtech.com/networks/
egonet.htm 参照のこと。





（10） なお，Kimura Chiyo は前妻 M. J. R. Adele と
の離婚手続きが済み，入籍の手続きを完了してマンロー
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The motives and purposes of Munro’s Ainu study were supposed based on assumptions about 
his personality and thinking. In addition to his desire for knowledge, his passion for fame through 
contribution to academia cannot be ignored, but it is difficult to clarify his motives only from the 
published materials. 
Many of the private letters exchanged between Munro and third parties, which are owned by 
the Royal Anthropological Institute（RAI）and the National Museum of Scotland （NMS）, convey 
the purpose and intention of Munro’s Ainu study and have immeasurable value for understanding 
them. In order to determine whether the result of Munro’s Ainu study can be appropriately used in 
contemporary situations, the research process including the relationship with the target people for the 
research and the research ethics needs to be properly understood. 
The actual relationship established between Munro and people inside and outside the research 
target areas and communities had great influence on the quality and quantity of Munro’s Ainu study. 
In order to clarify the relationship between Munro and the people surrounding him, we conducted 
an ego-centric network analysis based on the above correspondence. As a result, characteristics such 
as the density and centeredness of the network, person as a hub, relationship with Ainu informants 
and influence of many people inside and outside the communities were clearly shown. These results 
visually and empirically show that Munro’s Ainu study was driven not only by Munro’s personal 
qualities and attributes but by the network of various people surrounding Munro. 
How the traditional ethnological knowledge collected by Munro should be published with due 
consideration taken regarding honor, personal rights and privacy rights is an important issue. The 
research result through the social network analysis will greatly contribute to a positive utilization of 
the above data as social capital by contemporary people including the Ainu race. 
key words: Ainu, N. G. Munro, traditional ethnological knowledge, social network analysis, social 
capital
Publication of Traditional Knowledge and Utilization as “Social Capital”: 
With a Focus on the Social Network Analysis of the Munro Correspondence 
in UK
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